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【
執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

佐さ

藤と
う

秀し
ゅ
う

孝こ
う		

一
九
五
三
年
新
潟
県
生
ま
れ
。
駒
澤
大
学
大
学

院
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。
駒
澤
大
学
仏
教

学
科
教
授
。
新
潟
県	
少
林
寺
（
曹
洞
宗
）
住
職
。

伊い

藤と
う

幸こ
う

司じ	
	

一
九
七
〇
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修

了
・
博
士
（
文
学
）。
山
口
県
立
大
学
国
際
文

化
学
部
文
化
創
造
学
科
准
教
授
。

小お

川が
わ

太た
い

龍り
ゅ
う		

一
九
七
八
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退

学
。
花
園
大
学
非
常
勤
講
師
。
兵
庫
県
常
楽
寺

副
住
職
。
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【
編
集
後
記
】

　

お
陰
様
で
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
が
無
事
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
三
名
の
研
究
者
か
ら

優
れ
た
研
究
成
果
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　

駒
澤
大
学
教
授
の
佐
藤
秀
孝
先
生
は
、
南
宋
中
期
に
活
躍
し
た
運
庵
普
巌
の
事
跡
と
、
そ
の
古
刊
本
『
運
庵
和
尚
語
録
』
と
流
布

本
『
運
菴
和
尚
語
録
』
に
つ
い
て
誠
に
詳
細
な
考
察
を
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
末
尾
に
古
刊
本
の
原
文
と
訓
読
を
附
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
山
口
県
立
大
学
教
授
の
伊
藤
幸
司
先
生
は
、
幻
住
庵
や
聖
福
寺
を
拠
点
に
活
動
し
た
幻
住
派
僧
の
動
向
を
通
し
て
、
中
世
博
多

の
禅
宗
界
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
宗
門
の
布
教
師
で
あ
り
、
新
進
の
研
究
者
で
も
あ
る
小
川
太
龍
師

は
、
黄
檗
希
運
と
南
泉
普
願
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
燈
史
の
記
述
を
比
較
す
る
こ
と
で
検
討
を
加
え
ら
れ
、
両
禅
者
の
関
係
が
、
嗣

法
関
係
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
密
な
こ
と
、
さ
ら
に
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
黄
檗
の
評
価
が
上
が
る
こ
と
を
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

ご
執
筆
頂
き
ま
し
た
方
々
に
は
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
第
一
号
の
「
編
集
後
記
」
に
「
も
の
ご
と
を
始
め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
『
研

究
紀
要
』
が
三
号
雑
誌
や
五
号
雑
誌
で
終
わ
ら
な
い
様
、
こ
れ
か
ら
も
教
学
研
究
委
員
会
を
中
心
に
し
て
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
行

き
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
い
も
の
で
、
本
紀
要
の
創
刊
か
ら
十
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
三
号
雑
誌
や
五
号
雑
誌
で

終
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
優
れ
た
ご
研
究
を
発
表
し
て
頂
い
た
皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
。

　

し
か
し
、
教
学
研
究
委
員
会
で
は
、
こ
の
『
研
究
紀
要
』
が
一
〇
号
を
迎
え
た
こ
と
を
区
切
り
に
、
宗
門
や
学
界
に
限
定
さ
れ
ず
、

よ
り
広
く
一
般
の
人
々
の
耳
目
に
触
れ
て
頂
け
る
よ
う
に
と
、
今
後
は
紙
媒
体
で
の
刊
行
を
止
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
み
公

開
す
る
、「
電
子
紀
要
」
と
し
て
刊
行
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

『
紀
要
』
の
電
子
化
は
、
紙
の
使
用
を
減
ら
す
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
文
字
数
に
と
ら
わ
れ
る
必

要
が
な
く
な
り
、
ま
た
、
自
ら
の
研
究
成
果
を
、
ネ
ッ
ト
検
索
を
通
し
て
簡
単
に
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
頂
く
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

出
版
物
を
電
子
出
版
物
と
し
て
発
表
す
る
と
い
う
形
式
は
、
宗
門
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
布
教
の
試
金
石
に
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な
る
も
の
と
思
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
積
極
的
な
研
究
の
ご
投
稿
を
心
よ
り
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
電
子
紀
要
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当
た
り
、
志
を
新
た
に
す
る
た
め
、
今
一
度
、
第
一
号
の
「
編
集
後
記
」

か
ら
引
用
し
て
筆
を
置
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
山
開
山
無
相
大
師
に
は
語
録
が
無
い
が
、
虚
堂
智
愚
・
大
応
国
師
・
大
燈
国
師
に
は
立
派
な
語
録
が
あ
る
。
宗
祖
臨
済
禅

師
は
経
典
を
「
不
浄
を
拭
う
故
紙
」
だ
と
言
っ
た
が
、
達
磨
大
師
は
『
楞
伽
経
』
を
慧
可
に
付
与
し
、
六
祖
慧
能
禅
師
は
『
金

剛
経
』
に
註
を
付
け
た
。
不
立
文
字
と
言
い
な
が
ら
禅
門
の
語
録
が
大
蔵
経
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
の
も
、
ま
ぎ
れ
も

な
い
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
教
学
部
か
ら
『
研
究
紀
要
』
を
発
刊
す
る
に
当
た
り
、
こ
の
様
な
研
究
を
本
派
で
行
う
の
は
不
必
要
だ
と
の
意
見

も
聞
こ
え
て
き
た
。
参
禅
に
よ
る
己
事
究
明
こ
そ
が
禅
門
の
本
分
で
あ
り
、
文
字
に
執
着
し
た
研
究
の
た
め
の
研
究
が
無
意
味

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
一
部
の
僧
侶
は
僧
堂
を
出
て
か
ら
坐
禅
も
せ
ず
、
本
も
読
ま
ず
、
不
立
文
字
を
不
勉
強

の
口
実
に
し
て
向
上
し
よ
う
と
す
る
努
力
す
ら
放
棄
し
て
い
る
様
に
見
え
る
。
現
代
の
無
著
道
忠
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、

学
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
宗
門
人
を
育
成
す
る
こ
と
も
本
派
の
重
要
な
使
命
だ
と
考
え
る
。
こ
の
『
研
究
紀
要
』
の
発
刊
が
宗
門

へ
の
刺
激
と
な
り
、
今
後
、
こ
の
雑
誌
を
本
派
僧
侶
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
門
を
担
い
更
に

は
宗
教
界
全
体
を
支
え
る
人
材
が
育
つ
こ
と
を
心
か
ら
念
ず
る
次
第
で
あ
る
。

　

末
筆
な
が
ら
、
教
化
セ
ン
タ
ー
の
神
足
浩
正
師
、
並
び
に
神
足
師
の
後
を
引
き
継
い
で
下
さ
っ
た
上
野
真
人
師
に
は
、
事
務
全
般

の
労
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
茲
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
廣
田
宗
玄　

記
）
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【
電
子
版
『
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
論
文
執
筆
要
項
】

　

《
テ
ー
マ
》　

臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
（
た
だ
し
、
仏
教
全
般
に
わ
た
る
内
容
で
、
宗
学
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。）

　

《
枚　

数
》　

執
筆
者
の
任
意
と
す
る
。

　

《
書　

式
》　

◦
本
文
は
日
本
語
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◦
縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
等
の
資
料
を
中
心
と
し
た
論
文
の
場
合
は
、
横
書
き
も
認
め
る
。）

　
　
　
　
　
　
　

◦
原
則
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
執
筆
さ
れ
た
原
稿
の
み
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◦
本
文
・
資
料
共
に
漢
字
は
当
用
漢
字
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◦
資
料
と
し
て
書
き
下
し
文
を
用
い
る
場
合
、
仮
名
遣
い
は
新
旧
任
意
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◦
資
料
を
口
語
訳
し
た
場
合
に
は
必
ず
原
文
を
付
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

◦
打
ち
出
し
原
稿
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
。

　

《
応
募
先
》　

〒
六
一
六
︲
八
〇
三
五　

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
宗
務
本
所　

教
化
セ
ン
タ
ー　

ＴＥＬ
〇
七
五
︲
四
六
三
︲
三
一
二
一
㈹

　
　
　
　
　
　
　

※
封
筒
の
表
に
「
紀
要
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

※�

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
メ
ー
ル
で
の
送
付
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
教
化
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

《
締
め
切
り
》　

毎
年
十
二
月
末
日
（
厳
守
）

　

《
発　

刊
》　

�

翌
年
四
月
（
予
定
）。
な
お
次
号
よ
り
、
従
来
ま
で
の
紙
媒
体
で
の
刊
行
を
取
り
止
め
て
電
子
版
へ
切
り
替

え
る
た
め
、
妙
心
寺
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.m
yoshinji.or.jp/

）
で
の
み
の
公
開
と
す
る
。
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宗
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